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第２回杜のみやこ工芸展に寄せて 

 

 昨年、第 1 回の「杜のみやこ工芸展」はコロナ禍にありながら、宮城県をはじめ東北の

人々が中心となって、新たな工芸の全国公募展を実現しました。しかも、未曽有の閉塞感の

中で実に多様性に富んだ作品が集まりました。 

私たちの状況は、必ずしも速やかに快方へ向かっているとは言い難いかもしれません。 

しかし、表現とは、平和で穏やかな日々の中からだけ生まれるのではなく、時に逆境にあ

るからこそ伝えたいという想いが高まり、より確かなものになることもあるのではないで

しょうか。このような状況だからこそ自身とじっくり向き合い、不自由な環境をむしろ挑戦

するチャンスに変えてみる――第２回杜のみやこ展で作り手の皆さんのそうした強い意志

を見出したいと思います。 




